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梅雨明け後の猛暑、そして台風、総体 

先週はじめの期末テスト２日目の６月２８日(火)、早くも梅雨明けが発表されました。

梅雨入りしてからも雨があまり降らず、ただただ暑い日が続いた今年の梅雨。1951 年(昭

和 26 年)の統計開始以来、最も早い梅雨明けだそうです。近畿地方では平年より 21 日早

い梅雨明けになったようです。雨に濡れながらしっとりと佇むあじさいを愛でることもな

く、結局、わずか１４日間の梅雨でした。 

その後はさらに暑い日が続きました。もはや「暑い」という言葉以上の暑さの中での毎

日でした。朝、登校してくる生徒を校門で朝倉先生とともに出迎え、一人一人に声をかけ

ながら、すでに暑さにクラクラしそうな時があります。そんな暑さの中、汗を浮かべて登

校してくる生徒たちが少しでもほっとできるように、各教室のエアコンを早めに稼働させ、

少しでも 1 日のスタートが快適なものとなるよう整えているところです。 

今週は、台風４号による予想外の雨量が心配されましたが、大きな影響を受けることも

なく、総体に向けて練習ができることをありがたく思います。 

蒸し暑さが続く中、引き続き熱中症には注意が必要です。日々、活動中で

のこまめな水分補給を呼びかけていますので、水筒には十分にお茶等を入れ

て持たせてください。また、マスクの着用については、熱中症予防と感染症

拡大防止の２つの観点から、屋外ではマスクを外すなど状況に応じた使用につ

いてご家庭で話題にしていただき、積極的に勧めていただければと思います。 

生徒の健康管理について、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

６月２５日(土)、本校の駐車場に白いラインを引く工事が行わ

れました。 

ほぼ消えかかっていた駐車場のラインは、雨の日には、もうほ

とんど見えなくなるような状況でした。保護者の方々をはじめ、

来校される方々には、ご面倒やご不便をお

かけしてきたことと思います。これでかな

り車を停めていただきやすくなるのではないかと思います。 

真新しいラインが空の青さにくっきりと鮮やかに映え、この時ば

かりは、夏の日差しのまぶしさをうれしく思いました。 
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７月２日(土)、加古川運動公園陸上競技場にて「第 68 回全日本中学校通
信陸上大会 HYOGO」が開催され、本校の２年 ○〇〇〇〇さんが女子２年
100m に出場し、第８位に入賞しました。 

入賞 



 

 

これから開催される総体やコンクールに向けて、７月１日(金)に「壮行会」を生徒会主

催で行いました。大変暑い日で、しかも体育館での実施であ

ったため、熱中症予防の観点から短時間での実施となりまし

たが、例年と同様、各部が発表する熱い思いに、みんなで盛

大な拍手でエールを送りました。 

思いを高め、力を合わせて、思う存分に挑み、かけがえの

ない青春の一場面を最高に輝かせてくれることを大いに期待

しています。がんばれ！ 養父中生！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総体、コンクールに向けて「壮行会」を開催!     

＜ソフトテニス部＞ 

＜ソフトボール部＞ ＜バレーボール部＞ ＜吹奏楽部＞ 

＜バスケットボール部＞ ＜卓球部＞ ＜野球部＞ 

＜制服について＞ 

 年ごとに暑さが増しているような気が

します。昨年の冬には、たくさんの積雪

にも見舞われました。 

 こうした気象状況を考慮し、今年度か

ら制服の素材等について職員で勉強会を

始めています。 

通気性や伸縮性に配慮したシャツやブ 

ラウス、ズボンなど、

今の時代に合わせた多

様な素材が使われてい

るようです。 

また、期末保護者会

の際に、昇降口に陳列

しますので、ご覧いた

だければと思います。 

＜七夕に寄せて＞ 

 数年ぶりに雨模様でない７月７日を迎

え、しばし織姫様と彦星様に思いを巡ら

せた昨晩でした。 

 けやき学級とくすのき学級の前に、さ

さやかながら七夕の飾りが掲示してあり

ます。よく見ると、短冊の中に、けやき

学級やくすのき学級以外の先生のものや

生徒のものもあります。 

 なんか温かな気持ちが拡がっているよ

うで、ほんわかとうれしくなりました。 

「To Be a Good School」（良い学校をつくろう） 


